
 

  第２回『学校での「こころの育み」を見なおすための七つの問い』 

アンケート結果と御礼 

 
 仲秋の候，保護者の皆様，学校評議員の皆様にはますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。日頃は，和田

小学校の教育活動に対するご理解とご支援に心より御礼申し上げます。 

さて過日，お忙しい中，お願いをしておりました「第２回『学校での「こころの育み」を見なおすための七

つの問い』のアンケート結果がまとまりました。アンケート調査に時間を割いて頂き，深謝申し上げます。 

つきましては，その結果と分析により，今後学校で改善を図って参りたいと考えています。その内容につきま

して，別紙のとおりお知らせいたしますので，ご協力をお願い申し上げます。 

 配付数（実家庭数・学校評議員数）６８件  回収数 ５２件   回収率 約７６％（前回より－13％） 

この結果を真摯に受け止め，和田小学校の重点目標「子どもの人間力をはぐくむ」を達成するために， 

課題を解決すべく，全教員が前向きに改善や検討により進めて参ります。 

ご指摘の問題点も，多く見られましたので，子どもたちの「こころの育み」を目指し，和田小学校として 

心の教育を全力で推進して参ります。今後，保護者の皆様方に授業風景や教員の指導状況をご覧いただき， 

貴重なご意見を賜りたく，よろしくお願い申し上げます。 

                       記 

１ アンケート結果  ※別表参照（右頁です） 

２ 結果の分析（課題と解決・改善のための実践事項） 

 ＜課 題＞ ※評価平均が３以下の項目 

項目① 教師と子どもの信頼関係，子どもの感性や言葉遣い 

＜改善策＞和田小学校では，年間指導計画により子どもたちの学力・道徳・健康生活を指導し，授業では，教師

と子どもの信頼関係の基，進めています。より一層，配慮した指導を進めて参ります。 

 ＜改善策＞感性や言葉遣いの問題点を，適宜把握し，発達段階に応じた指導をしています。 

項目② 教師の一言（発言） 

 ＜改善策＞教師の一言が，子どもたちへの影響が大きいことを改めて，全教員で確認し，発言に関する影響が

出ないよう学校全体で進めていきます。管理職から，個々の教員へ厳しく指導を進めて参ります。 

項目④ 教科における「こころの育み」，教職員の一致協力体制 

 ＜改善策＞道徳以外にも，国語，社会，算数，体育など全教科で，「こころ」を重視した指導をしています。 

項目⑥ 学校と保護者の連携 

 ＜改善策＞授業参観後，道徳教育をテーマに，学年懇談会で，教師と保護者で「こころ」の教育を話し合い 

ました。「こころの育み」に関する教育活動も積極的に実践しています。 

項目⑦ 行政による居場所づくり，学校や地域での相談場所，地域人材の活用 

 ＜改善策＞すでに，行政による居場所は，和田分館内に「放課後児童クラブ・和田遊友クラブ」が設置されて

います。和田小学校の１年から６年まで，希望者が参加し，居場所が確保されています。 

 ＜改善策＞和田小学校内には，教育相談窓口が設置されています。定期的に教育相談の専門家（ＳＳＷ）が 

  和田小学校に常駐しています。すでに，活用されています。設置について周知していますが，不十分です 

ので，今後も相談の通知を発信します。 

  ＜改善策＞地域人材の活用は，年間，１００名近くの人材の方が和田小学校で，ボランティアや学習支援に

携わっています。今後も，活用して参ります。        



項目 ４＝十分　３＝行っている　２＝すこし　１＝ほとんどない 要素 平均値

・学力の基礎基本を徹底し，学ぶこと，知ること，分かることの楽しさを身につけさせ
ているか？

学び 3.21

・教師と子どもは，信頼と愛情のある関係をつくっているか？ 信頼 2.96

・子どもの世界の感性や言葉づかいが薄っぺらなものになっていることを見逃していな
いか？

言葉遣い 2.87

・子ども一人一人の長所に着目し，誉めて自信をつけさせる努力をしているか？ よさ 3.10

・子どもに自分を表現する機会を与え，自分の能力や魅力を発見させているか？ 能力の発揮 3.15

・教師の一言が，その子の人生を導く力をもつことを自覚して接しているか？ 教師の発言 2.85

・よい読み物を活用し，楽しみながら人としての価値，社会生活・集団生活での規範や
規律をしっかり伝えているか？

社会性規範 3.06

・ボランティア，体験学習を通じ，他人のために働くことの大切さを身で覚える工夫を
しているか？

勤労観 3.04

・道徳の時間ではどのように教えるのか，学校や学年全体で話し合い，適切な内容と効
果的な方法を工夫し，実践しているか？

道徳の時間 3.04

・教師は，各教科でも，「こころを育む」ことを根底にもちながら教育にあたっている
か？

教科 2.94

・教職員はつねに一致協力して事にあたっているか？ 教師は子どもに迎合的になりす
ぎていないか？

一致協力 2.96

･学級活動，児童会活動をはじめ，自然体験，奉仕活動，本物の芸術（昨年度は能楽）
にふれる時間，運動会や学習発表会など全学年が参加する学校行事を積極的にとりいれ
ているか？

体験活動 3.44

・学校行事などを通じ，友人関係や公共心，忍耐や協力の大切さを身につける機会にし
ているか？

公共心や忍耐 3.27

・挨拶，人への親切，清潔，栽培すること，「早寝，早起き，朝ご飯」など，目に見え
る具体的な目標を決め（あるいは，子どもたちに決めさせ），それを日常的に実践して
いるか？

あいさつ 3.25

・給食や食事を「こころを育む」大切な機会ととらえているか？ 給食とこころ 3.29

・「朝の読書」を推進しているか？ 読書の大切さを保護者にきちんと伝えているか？ 読書推進 3.08

・学校は，自分たちの考え方や教育方針を，保護者にしっかり伝えているか？ 教育方針 3.08

・「こころを育む」には，学校と家庭とが価値観を共有しつつ子どもに接することが大
切であるが，そのために学校と保護者が話し合い，力を合わせているか？

学校と親の連携 2.87

・放課後，地域の施設を開放して，子どもたちが遊び，学べる場所をつくっているか？ 居場所づくり 2.81

・学校や地域では，子どもたちの悩みや心配事を聴き，相談にのる場所と人を用意して
いるか？

相談場所 2.69

・人生や仕事の豊かな経験をもつ地域の大人の協力を得て，生き方，考え方，感じ方に
ついて学校で語ってもらっているか？

地域人材活用 2.87

③　学校では，道徳教育を魅

力的で説得的なものにするよ

う，工夫をしているだろう

か？

①　学校は，子どもたちに

しっかりと学力を身につけさ

せ，先生や友人との関係をつ

うじて対人関係の基本を育ん

でいるだろうか？

②　教師は，一人一人の子ど

もに自信をもたせる努力をし

ているだろうか？

         第２回学校での「こころの育み」を見直すための七つの問い
                （保護者・学校評議員調査の結果）           和田小学校　平成27年10月1日(金）

評価の平均
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道徳教育
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④　道徳教育の時間だけでな

く，学校全体で「こころを育

む」という姿勢をとっている

だろうか。

⑤　学校では，「こころを育

む」ための具体的なアクショ

ンをとっているだろうか？

学校と親

の協働性

居場所づ

くり

⑥　学校と親（保護者）と

は，たがいの立場を尊重・理

解し，協力しあう関係にある

だろうか？

⑦　学校と地域の大人たち

は，一致協力して，子どもた

ちの居場所，子どものための

相談場所を設けているだろう

か？

3.15
こころの
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育むメ
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★達成基準として，８割以上を目標に設定しています。

「４」の８割として，３．２以上が目標です。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


